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関係性の中で生きる私たちのための多文化カウンセリング
宇宙に生きる時代により多くの人がより生きやすい社会を目指して

様々な環境の交差がもたらす困難を知る

宇宙では、多様な社会的集団に属し多様な文化的背景を持つ人たちが共に生きることになります。私の研究する多文化カウンセリングは、全ての人

が関係性の中で生きる上で、人権の尊重と社会的公正を前提とします。現在の地球には、優位性を持つ特権集団に属する人たちと周縁化されやす

い集団に属する人たちがいるという社会構造があり、国籍や性別、性的指向、年齢など様々に分けられた社会的カテゴリの中にある集団のどれに

属するかによって抑圧や排除を受ける人たちが存在します（Goodman, 2011出口監訳2017）。私たちの研究グループは半構造化面接などの質的な

調査法を用いて、異なる文化が交差する中で生きる人が経験する困難と健康でいる過程を明らかにし、宇宙に生きる時代に多様な人たちが暮らし

やすい社会システム基盤の構築を目指しています。

　自身が慣れ親しんできたものとは異なる環境に身

を置く留学生が、異文化への適応や母語以外の言語

での学習に課題を抱えやすいことは先行研究から明

らかになっていますが、彼らは現地の学生と比べて

相談資源の利用が低い傾向があるとも言われていま

す（堀他、2012など）。

　留学生の精神的な不調を予防し健康を促進するた

め、7つの国と地域出身の大学院生10名に困難と乗り

越え方についての聞き取り調査を実施しました。その

結果、ストレスを自身の糧と考える、体を動かすなど

皆さんの工夫が見えた一方で、国籍や宗教に由来す

る衣食の問題や日本人との交流の難しさなど、自らの

努力だけでは解決し難い課題も浮かび上がりました。

　この他にも、海外にルーツを持つ人、障がいを持

つ人など様々な背景の方を対象にインタビュー調査

を行っています。仕事で関わった人から支援資源に

ついて教わった、母国では難しいことが日本ではで

きたなど、人との関わりや環境の変化の中で困難が

軽減されたケースがあった反面、外国人同士のコ

ミュニティ内で差別的な態度を経験した、他の人と自

身を比べてつらくなったなど周囲との関係性がある

がゆえに悩む場合もあり、現在や自己に対する感覚

は、環境や経験によって相対化されるものであること

がみてとれました。

　社会構造の中で特権集団に属する人は多くの

場合、無自覚なままにマジョリティであるゆえの

特権を持っています。私たち研究者も研究や教

育、臨床の現場で自分が持つ特権を自覚しなけ

ればなりません。2024年3月、キューバのハバナ

医科大学との間に学術交流協定を締結しまし

た。共同研究に至った理由の一つが、これまでの

心理学は欧米で展開された研究や発展してきた

概念が多く用いられ（Henrich, et al., 2010）、

その土地ごとにある世界観や文化的価値観が必

ずしも反映されていないという点です。「ウェル

ビーイング」という言葉一つをとっても、文化や

文脈の中で意味するものが異なると思います。

誰かから一方的に学ぶのではなく、知を循環さ

せる協業体制をどう築くかが課題です。

　宇宙開発についても同じことがいえます。きっ

と多くの宇宙ビジネスは「人類がよく生きるた

め」という前向きな発想から生まれるはずです。

関わる人それぞれが自分の持つ特権を自覚し、

その力によって誰かを周縁化したかつての過ち

を宇宙で繰り返さないよう公正を意識すること

で、宇宙がどんな背景を持つ人にとっても暮らし

やすい、そして、そんな宇宙環境によって地球が

より柔らかな世界になると期待しています。

自分の持つ「特権」を自覚してよりよく使う

図２：心理の研究にあたっては、自分自身の持つ『特権』に気づかなければならない図１：留学生の困難を生態学的システムモデルで考える




